
永
続
的
な
市
の
経
営
を
目
指
す

引
き
続
き
経
営
と
協
働
で
改
革
を

【
今
ま
で
の
主
な
改
革
の
成
果
】

１
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立

・
普
通
会
計
職
員
を
１
３
１
人
削
減

・
公
共
施
設
を
２５
施
設
削
減

・
給
食
セ
ン
タ
ー
、
廃
棄
物
処
理
施
設
、
火

葬
場
な
ど
の
施
設
の
統
廃
合

・
１
１
９
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行

・
選
挙
投
票
所
を
４２
カ
所
へ
統
合

２
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上

・
一
部
の
業
務
で
窓
口
を
４５
分
間
延
長

３
変
革
の
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
と

組
織
改
革

・
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定

・
人
事
評
価
制
度
を
本
格
実
施

４
市
民
と
の
情
報
共
有
に
よ
る
市
民
参
画
の

促
進

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
使
っ
た
情
報
発

信
の
充
実

５
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ス

テ
ム
の
確
立

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
を
策
定
、
協
働

事
業
を
累
計
で
１５
事
業
実
施

こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
状
況
が
よ
り
厳
し

く
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
主
権
の
動
き
の
具
体
化
に
よ
っ
て
、

今
後
の
市
は
、
自
ら
の
判
断
で
決
定
し
、
実

行
し
て
い
く
分
権
型
の
自
治
体
に
変
わ
っ
て

い
く
必
要
に
も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
永
続
的
な
自
治
体
経
営
を
目
指
し
、

自
立
と
自
己
決
定
の
考
え
方
を
基
本
に
運
営

し
、
市
民
に
開
か
れ
た
新
し
い
市
役
所
へ
、

転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
の
市
役
所
。
仕
事

の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
、
事
務
事
業
に
優

先
順
位
を
付
け
目
標
管
理
を
行
う
「
経
営
」

的
な
発
想
や
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と

「
協
働
」
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い

く
仕
組
み
を
、
今
ま
で
以
上
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
行
財
政
改
革
審
議
会
は
、
お
と
と
し
の
１２
月
２１
日
に
市
長
か
ら
「
第
２
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
つ

い
て
、
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
、
５
回
の
会
議
や
地
域
懇
談
会
で
の
説
明
、
市
民
か
ら
の
意
見

聴
取
を
経
て
、
昨
年
１２
月
１０
日
に
小
椋
一
郎
会
長
が
市
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
第
２
次
行
財

政
改
革
大
綱
と
行
動
計
画
は
、
来
年
度
か
ら
の
５
年
間
、
市
の
経
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
経
営
管
理
係
（
内
線
３
３
２
）

新
し
い
行
革
が
始
ま
る

　
行
財
政
改
革
を
実
現
し
て
い
く
に
当
た

っ
て
、
引
き
続
き
「
経
営
」
と
「
協
働
」
に

よ
る
改
革
を
基
本
理
念
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
の
改
革
の
柱
を
市
行
財

政
改
革
大
綱
で
定
め
、
効
果
的
な
改
革
の
実

行
に
取
り
組
み
ま
す
。

目
標
管
理
の
仕
組
み
を
導
入

　

今
後
、
歳
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
く
見

込
み
の
中
で
は
、
全
体
的
な
最
適
を
考
え
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
で
効
率
的
に
経

営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

目
的
を
き
ち
ん
と
定
め
て
、
そ
れ
を
達
成
す

る
た
め
に｢

誰
が｣

「
何
を
」「
い
つ
ま
で
に
」

「
ど
の
程
度
ま
で
」
行
う
の
か
具
体
的
な
目

標
を
立
て
ま
す
。

　

さ
ら
に
目
標
が
達
成
で
き
た
の
か
、
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

な
ぜ
な
の
か
を
検
証
し
ま
す
。
そ
し
て
、
目

的
に
合
わ
な
く
な
っ
た
り
実
現
不
可
能
に
な

っ
た
り
し
た
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
役
割
を

終
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
見
直
し
て
い
く

と
い
う
仕
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

財
政
面
に
お
け
る
歳
入
の
維
持
や
確
保

は
、
人
口
減
少
の
抑
制
や
市
税
な
ど
の
滞
納

対
策
、
未
利
用
資
産
の
有
効
活
用
や
広
告
収

入
の
確
保
な
ど
、
収
入
確
保
策
を
地
道
に
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
は
、
平
成
１８
年
２
月
に
、
市
行
財
政
改

革
大
綱
と
市
行
財
政
改
革
行
動
計
画
を
策
定

し
、
５
年
間
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

取
り
組
み
の
金
銭
的
な
効
果
額
は
、
平
成

１８
年
度
か
ら
２１
年
度
ま
で
の
累
計
で
約
４３
億

円
。
平
成
２２
年
度
の
試
算
額
２３
億
円
を
加
え

る
と
、
約
６６
億
円
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
で
捻

出
し
た
お
金
を
、
子
ど
も
福
祉
医
療
費
助
成

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
小
中
学
校
の
耐

震
化
な
ど
の
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
の
市
は
、
財
政
規
模
や
職
員

数
、
公
共
施
設
の
数
な
ど
、
行
政
体
と
し
て

の
規
模
が
同
じ
く
ら
い
の
人
口
の
他
市
と
比

べ
て
、
ま
だ
ま
だ
大
き
い
状
況
で
す
。

開
か
れ
た
新
し
い
市
役
所
へ

　

市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
こ
の
５
年

間
で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

が
さ
ら
に
進
み
、
１５
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
で
、
税
収
減
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
市
町
村
合
併
の
財
政
上

の
特
例
が
、
平
成
３１
年
度
で
終
期
を
迎
え
る

第
２
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
が
決
定

市
民
組
織
の
力
を
生
か
す

　

世
の
中
の
変
化
に
伴
い
、
市
民
が
市
の
サ

ー
ビ
ス
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、
高
度

化
し
て
い
ま
す
。そ
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

市
だ
け
で
全
て
対
応
す
る
こ
と
は
、
量
的
に

も
質
的
に
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
し
か
対
応
で
き
な

い
も
の
か
ら
、
市
民
活
動
団
体
、
地
域
自
治

区
内
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

公
益
法
人
、
民
間
企
業
で
対
応
で
き
る
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
様
な
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
協
働

の
考
え
方
に
よ
り
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー

ビ
ス
が
、
適
切
な
負
担
と
受
益
の
も
と
に
提

供
さ
れ
る
市
民
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

行
動
計
画
で
目
的
を
実
現

　

行
財
政
改
革
行
動
計
画
は
、
大
綱
の
目
的

を
実
現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

定
め
た
も
の
で
す
。
特
に
目
標
は
、
取
り
組

む
内
容
と
目
標
時
期
を
示
し
、
達
成
状
況
を

で
き
る
だ
け
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

　

行
動
計
画
の
取
り
組
み
は
五
つ
の
柱
に
分

か
れ
、
そ
の
柱
ご
と
に
基
本
目
標
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
行
動
計
画
は
、
次
ペ
ー
ジ
か

ら
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

▲協働事業で運行されている中野方町の「おきもり」。雪道の中、中野方保育園児との交流会へ向かう方々を送迎した。高齢者
など交通弱者にとって、貴重な移動手段となっている

▲可知市長に答申書を手渡す小椋会長㊥と山本副会長

3 22011.2.1 広報えな



五
つ
の
柱
と
基
本
目
標
で
改
革
促
進

の
立
場
に
立
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

職
員
の
意
識
改
革
を
促
す
取
り
組
み
と
し

て
、
職
員
提
案
制
度
の
改
善
と
エ
コ
意
識
の

向
上
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
と
社
会

規
範
を
守
る
こ
と
）
の
徹
底
を
行
い
ま
す
。

人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
組
織
目
標
と
人
事

評
価
制
度
を
一
体
的
に
運
用
し
、
引
き
続
き

「
目
標
管
理
に
よ
る
経
営
」
を
実
行
し
ま
す
。

　

国
と
地
方
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
る
時

代
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
と
、
行
政
経

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

■
組
織
目
標
５
段
階
で
Ｃ
以
上
の
割
合
９５
㌫

以
上

　

職
場
風
土
改
革
や
意
識
改
革
を
進
め
る
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
長
が
、
そ
の
使

命
や
特
性
を
考
え
た
組
織
目
標
を
設
定
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
組
織
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
各
個
人
は
、
目
標
管
理
シ
ー
ト
で
目
標

を
設
定
し
ま
す
。

　

改
革
へ
向
け
た
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

各
部
課
長
は
、
進
行
管
理
を
行
い
目
標
管
理

に
よ
る
経
営
を
行
い
ま
す
。

　

組
織
目
標
で
は
、
そ
の
達
成
状
況
を
Ａ
か

ら
Ｅ
の
５
段
階
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
の
Ａ
（
目
標
を
大
き
く
上
回
る
実

績
）、Ｂ（
目
標
を
や
や
上
回
る
実
績
）、Ｃ（
目

標
ど
お
り
の
実
績
）
の
３
つ
の
合
計
で
９５
㌫

以
上
を
目
指
し
ま
す
。

０１
職
場
風
土
改
革
と
意
識
改
革

●
職
員
の
自
発
的
な
勉
強
会
や
自
己
研
修
の

奨
励
《
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
１
年
に
１
テ
ー

マ
以
上
、
自
主
勉
強
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

職
員
研
修
計
画
に
基
づ
く「
自
主
的
な
研
修
」

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
》

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
《
平
成
２３
年

度
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
行
動
指
針
を
策
定

し
ま
す
。
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
職
務
に
対
し
て
誇
り
を

持
て
る
職
員
を
養
成
し
ま
す
》

●
職
員
提
案
制
度
の
改
善

●
エ
コ
意
識
の
向
上

●
市
民
と
の
協
働
活
動
の
場
へ
の
職
員
参
加

を
奨
励
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動

な
ど
、
市
民
と
の
協
働
活
動
の
場
へ
職
員
も

市
民
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
協

働
に
つ
い
て
、
身
を
も
っ
て
学
び
ま
す
》

０２
人
事
管
理
と
人
材
育
成

●
人
事
評
価
制
度
の
見
直
し
《
平
成
２３
年
度

　

引
き
続
き
、
幹
部
職
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
、
職
員
が

市
長
の
代
理
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
市
民

に
評
価
基
準
を
見
直
し
、
評
価
制
度
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
任
用
、
昇
給
、
給
与
な
ど

に
評
価
結
果
を
反
映
し
ま
す
。
ま
た
、
人
材

育
成
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
》

●
職
員
給
与
の
適
正
化
《
人
事
評
価
結
果
を

給
与
な
ど
に
反
映
さ
せ
、
給
与
の
適
正
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
技
能
労
務
職
の
給
料
表

の
一
本
化
を
進
め
ま
す
》

●
職
員
研
修
制
度
の
充
実

０３
組
織
改
革

●
効
率
的
な
組
織
機
構
の
構
築
《
地
域
主
権

や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
変
化
に
対
応

し
、
主
要
課
題
に
対
応
で
き
る
効
率
的
な
組

織
を
構
築
し
ま
す
》

ど
運
営
形
態
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
議
検
討
し
な
が
ら
方
針
を
決
定
し
て
い
き

ま
す
》

●
保
育
園
の
統
合
《
１
町
１
園
の
方
針
に
基

づ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
、

統
合
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
》

●
放
送
施
設
の
統
廃
合

●
福
祉
関
連
施
設
の
統
合
の
検
討

●
商
工
や
土
木
関
連
施
設
の
移
譲
と
廃
止

●
消
防
団
器
具
庫
の
統
廃
合

●
教
員
住
宅
の
廃
止

●
体
育
関
連
施
設
の
廃
止

０４
公
共
施
設
の
効
率
的
な
運
営

●
保
育
園
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
《
保

護
者
に
制
度
導
入
の
年
次
計
画
を
示
し
、
理

解
を
求
め
な
が
ら
実
施
可
能
な
園
か
ら
導
入

を
進
め
ま
す
》

●
保
育
園
と
幼
稚
園
の
こ
ど
も
園
化
《
市
内

の
就
学
前
の
児
童
に
、
均
し
く
教
育
と
保
育

の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
全
て
の
保
育
園

と
幼
稚
園
の
こ
ど
も
園
化
を
進
め
ま
す
》

●
介
護
老
人
保
健
施
設
ひ
ま
わ
り
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
苑
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
を
含
め
た
運
営
形
態
の
検
討

●
農
林
関
連
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
《
運
営
形
態
に
つ
い
て
、
直
営
か
指
定
管

理
者
制
度
導
入
か
協
議
検
討
を
行
い
、
方
針

を
決
定
し
ま
す
》

●
地
区
公
民
館
と
市
民
会
館
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
《
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
や
生
涯

学
習
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
運
営
形

態
に
つ
い
て
、
直
営
か
指
定
管
理
者
制
度
導

事
業
の
改
革
改
善
に
つ
な
げ
る
外
部
評
価
を

実
施
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

■
平
成
２７
年
度
の
財
政
規
模
２
４
５
億
円

　

財
政
の
目
標
と
し
て
、
平
成
２７
年
度
の
一

般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
を
２
４
５
億
円
と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
の
財
政
特
例
の
な
く

な
る
平
成
３２
年
度
に
は
約
２
２
０
億
円
に
縮

減
し
て
、健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

０１
歳
入
の
維
持
確
保

●
広
告
収
入
の
確
保
《
新
し
い
自
主
財
源
と

し
て
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報
紙
、
市
封

筒
な
ど
の
広
告
収
入
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
》

●
市
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上

●
滞
納
処
分
の
強
化

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

０２
人
件
費
な
ど
の
見
直
し

●
職
員
定
数
の
適
正
化
《
平
成
２２
年
４
月
１

日
現
在
で
８
０
２
人
の
職
員
総
数
を
、
平
成

２７
年
４
月
１
日
現
在
で
７
６
７
人
に
な
る
よ

う
に
職
員
定
数
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
》

●
各
種
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
の
委
員
報
酬

の
見
直
し

●
時
間
外
勤
務
手
当
の
縮
減

０３
公
共
施
設
の
移
譲
と
統
廃
合

●
地
域
集
会
施
設
や
福
祉
関
連
施
設
、
農
林

関
連
施
設
の
移
譲
と
廃
止
《
主
に
利
用
者
が

限
定
さ
れ
る
よ
う
な
、
地
域
集
会
所
的
な
施

設
に
つ
い
て
は
、
移
譲
に
よ
る
地
元
管
理
な

　

長
期
的
な
見
通
し
に
基
づ
き
、
市
税
な
ど

の
収
納
率
の
向
上
や
滞
納
処
分
の
強
化
、
広

告
収
入
の
確
保
な
ど
歳
入
の
維
持
確
保
を
図

り
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移

行
や
、
公
共
施
設
の
移
譲
・
廃
止
、
補
助
金

の
適
正
化
な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
事
務

【市民からの意見】

▲

平成２８年以降歳入が大幅に減

少する中で、厳しい経営を行わ

なければならない。今から「無

駄を徹底的に排除する」という

理念を大綱に盛り込み、努力を

していくことが必要。

▲

職員の資質向上のため、役職ごとに
集合研修を行っている。

地域主権時代を担う人材育成と組織改革 行動計画①

人材育成と行
政経営の実施
職員の意識改革は進んでいるものの、まだ
まだ改善の余地あり。地域主権改革に対応
できる人材の育成と行政経営を行う。

年度 Ｃ以上の割合

Ｈ２３

９５㌫以上

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

計画期間の基本目標値

ＡからＥの５段階で評価
する組織目標で、上位の
Ａ、Ｂ、Ｃ評価の合計割
合９５㌫以上を目指す

【基本目標】　９５％以上　

持続可能な財政構造の確立 行動計画②

歳入の維持確
保と歳出抑制
財政の見通しは、平成２７年度から厳しく
なる見込み。公共性を維持しながら効率性
を高めつつ、歳出を抑制する。

年度 財政規模

Ｈ２３ ２８１億円

Ｈ２４ ２８４億円

Ｈ２５ ２８９億円

Ｈ２６ ２９９億円

Ｈ２７ ２４５億円

計画期間の基本目標値

一般会計の当初予算規模
の他、年度末市債残高と
実質公債比率、経常収支
比率も数値で目標管理

【基本目標】　２４５億円　

▲バランスの取れた経営には財政を比較分析することも重要

※１マネジメント＝一般的には、「経営者、管理者、経営などの管理をすること」を意味する。ここでは、組織の使命や目的を
果たすため、組織に成果をあげさせる機能や機関またはその行為のことを表す。

※
１
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入
か
方
針
を
決
定
し
ま
す
》

●
庁
舎
経
費
の
削
減

●
福
祉
や
商
工
、
文
化
、
体
育
関
連
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

●
保
育
園
へ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

配
食

●
環
境
衛
生
施
設
の
運
営
形
態
の
検
討

●
消
防
施
設
の
在
り
方
の
検
討

●
幼
稚
園
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入

０５
事
務
事
業
の
改
革
改
善

●
行
政
評
価
制
度
の
定
着
《
外
部
評
価
を
実

施
し
て
、
行
政
評
価
制
度
の
客
観
性
、
信
頼

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
》

●
効
率
的
で
正
確
な
事
務
処
理
の
実
施

●
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

●
市
債
の
繰
り
上
げ
償
還
の
実
施

●
市
民
課
窓
口
業
務
委
託
化
の
検
討

０６
未
利
用
資
産
の
有
効
活
用

●
市
有
地
の
利
活
用
や
処
分
に
関
す
る
基
本

方
針
の
策
定
《
平
成
２３
年
度
に
市
有
地
の
利

活
用
や
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定

し
、未
利
用
資
産
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
》

●
市
営
造
林
の
効
果
的
な
運
用
の
検
討

０７
補
助
金
の
適
正
化

●
補
助
金
の
適
正
化

０８
公
営
企
業
な
ど
の
経
営
健
全
化

●
病
院
の
再
整
備
《
市
民
に
良
質
な
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
老
朽
化

し
た
公
立
２
病
院
の
機
能
分
担
を
検
討
し
、

施
設
の
再
整
備
を
行
い
ま
す
》

●
水
道
事
業
の
分
担
金
の
統
一
《
現
在
２７
万

円
か
ら
５２
万
円
ま
で
、
地
域
に
よ
り
差
が
あ

【
基
本
目
標
】

■
広
報
に
よ
る
市
情
報
の
提
供
の
満
足
度
７０

％
以
上

　

広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
、
各
種

審
議
会
や
委
員
会
の
審
議
情
報
の
公
開
、
事

業
の
計
画
段
階
か
ら
の
市
民
参
加
な
ど
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
毎
年
度
の
市
民
意
識
調

査
で
「
広
報
に
よ
る
市
情
報
の
提
供
」
の
項

目
で
「
満
足
」「
や
や
満
足
」
の
合
計
が
７０

㌫
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

０１
情
報
発
信
力
の
充
実

●
広
報
紙
の
充
実

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実

●
行
政
放
送
番
組
と
音
声
放
送
の
充
実

●
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
《
資
料
の
定

義
、
リ
ス
ト
作
成
を
行
い
、
現
在
の
設
置
場

所
か
ら
の
移
転
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
》

０２
市
民
の
声
を
反
映
す
る
施
策
の
充
実

●
各
種
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
の
審
議
情
報

の
公
開
《
会
議
の
公
開
と
会
議
録
や
会
議
資

料
の
公
表
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
》

●
事
業
原
案
か
ら
の
市
民
参
加
方
式
を
実
施

《
市
情
報
共
有
指
針
に
基

づ
き
、
公
募
委
員
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
に
つ
い
て
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
、
事

業
の
計
画
段
階
原
案
か

ら
市
民
の
意
見
を
反
映

で
き
る
仕
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
》

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の

前
提
と
な
る
情
報
が
重
要
で
す
。そ
の
上
で
、

市
民
と
企
業
、
市
役
所
が
互
い
の
役
割
と
責

任
を
明
確
に
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
市
役
所
側
に
偏
っ
て
い

た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
共
有
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ら
に
、情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

し
に
直
接
関
わ
る
事
務
な
ど
に
つ
い
て
は
、

コ
ス
ト
と
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
、
県
の
行
っ
て
い
る
事
務
な
ど
を
受
け
入

れ
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

■
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
来
庁
者
満
足
度
８０
㌫

以
上　

　

職
員
の
意
識
改
革
や
職
員
研
修
、
接
遇
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
点
検
な
ど
、総
合
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

市
役
所
に
来
庁
す
る
市
民
の
満
足
度
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

満
足
度
の
達
成
状
況
は
、
引
き
続
き
来
庁

者
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
毎
年
定

期
的
に
実
施
し
て
確
認
し
ま
す
。

０１
市
民
満
足
度
の
把
握

●
市
民
意
識
（
満

足
度
）
調
査
の
毎

年
実
施
《
市
民
意

識
調
査
を
毎
年
実

施
す
る
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

満
足
度
や
重
要
度

を
把
握
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
図
り
ま
す
》

０２
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
庁
舎
環
境
の
改
善
《
待
合
席
の
設
置
や
庁

舎
の
案
内
表
示
板
な
ど
、
庁
舎
の
環
境
を
改

善
し
ま
す
》

●
証
明
窓
口
の
集
約
化

０３
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

●
図
書
館
利
用
環
境
の
充
実
《
公
民
館
図
書

室
の
蔵
書
を
充
実
さ
せ
、
併
せ
て
図
書
館
シ

ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
体
で
図
書
を
共
有
し
、
図
書
館

資
料
の
提
供
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
》

●
小
中
学
校
の
適
正
配
置
の
検
討

０４
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
権
限
移
譲
事
務
の
受
け
入
れ
《
コ
ス
ト
と

サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
旅

券
発
行
事
務
な
ど
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
事
務
の
受
け
入
れ
を
進
め
て

い
き
ま
す
》

る
水
道
事
業
の
新
規
加
入
分
担
金
を
統
一
し

ま
す
》

●
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
統
一
《
現
在
お

よ
そ
１８
万
円
か
ら
４０
万
円
ま
で
地
域
に
よ
り

差
が
あ
る
、
下
水
道
事
業
の
新
規
加
入
負
担

金
を
統
一
し
ま
す
》

●
料
金
収
納
率
の
向
上

●
滞
納
処
分
の
強
化
（
公
営
企
業
）

●
介
護
老
人
保
健
施
設
の
稼
働
率
の
向
上

●
病
床
稼
働
率
の
向
上

●
特
別
会
計
の
複
式
簿
記
化

●
水
道
事
業
の
統
廃
合
と
浄
水
施
設
の
統
合

●
浄
水
場
な
ど
管
理
委
託
と
委
託
の
広
域

化
、
組
織
機
構
の
効
率
化

●
し
尿
処
理
施
設
と
下
水
道
処
理
施
設
の
統

合
と
一
体
的
運
営
の
検
討

●
下
水
道
事
業
の
統
合

●
下
水
道
処
理
区
域
内
の
水
洗
化
率
の
向
上

●
外
郭
団
体
の
経
営
の
健
全
化

０９
選
挙
投
票
区
の
見
直
し

●
投
票
所
の
見
直
し

１０
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報
の
公
表

●
長
期
財
政
計
画
の
定
期
的
な
見
直
し
と
公

表
《
毎
年
の
決
算
や
国
の
地
方
財
政
計
画
、

人
口
の
状
況
な
ど
を
反
映
し
、
長
期
財
政
計

画
を
毎
年
見
直
し
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
、
公
表
し
て
い
き
ま
す
》

●
財
務
書
類
の
作
成
と
公
表

１１
市
税
の
在
り
方
の
検
討

●
都
市
計
画
税
の
在
り
方
の
検
討

　

市
役
所
は
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
あ
る
以
上
、

市
民
の
立
場
か
ら
の
目
線
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
来
庁
者
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
、
市
民
の
満
足
度
や
重
要
度
を
市
民
意

識
調
査
で
毎
年
計
測
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り
来
庁
者
満

足
度
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
市
民
の
暮
ら

【市民からの意見】

▲

図書館の利用環境の充実

について、良いサービスが

あるので、もっと宣伝をし

た方が良い

【市民からの意見】

▲

各振興事務所が橋渡しや

情報発信を積極的に担うの

が良いと思います。

【市民からの意見】

▲

さまざまな行政サービスや公共施
設の運営管理などが、指定管理や民
間委託へ推移していくようです。教
育や医療、福祉などは、公が受け持
つ分野や財源の優先度などを総合的
に判断し、バランスを保って計画し
てください。▲

下水道を整備したのに加入してい
ない人がいます。その分下水道の収
入が減り、利用している人の料金が
上がるか税金の投入につながります。

市民の視点に立った行政サービスの質の向上 行動計画③

行政サービス
の満足を向上
接遇は行政サービスの第一歩。また、庁舎
環境の充実や事務の受け入れなどで市民目
線でサービスの満足度の向上を目指す。

年度 満足度

Ｈ２３

８０㌫以上

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

計画期間の基本目標値

５段階で評価する来庁者
窓口サービスアンケート
で最上位評価の「５満足」
の割合

【基本目標】　８０％以上　

市民との情報共有による市民参画の促進 行動計画④

まちづくりに
向け情報共有
市民や企業との市政への参画を促し、協働
のまちづくりを進めるため、その前提とな
る「情報共有」を推進。

年度 満足度

Ｈ２３ ４２㌫

Ｈ２４ ４９㌫

Ｈ２５ ５６㌫

Ｈ２６ ６３㌫

Ｈ２７ ７０㌫

計画期間の基本目標値

毎年度の市民意識調査で
「広報による市情報の提
供」の項目の満足、やや
満足の割合の合計

【基本目標】　７０％以上　

▲市民の目線で仕事を取り組むことで信頼関係を築いていく
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▲

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
行
や
行
財
政
改
革
に

つ
い
て
、
毎
年
ま
と
め
て
発
行
し
て
い
る
「
恵

那
市
の
経
営
」。
一
般
の
方
に
も
２
０
０
円
で

販
売
し
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て

い
る
。



三田　さん
子育て支援こぎつねくん代表

岩井慶
けい

次
じ

さん（防災士）
恵那市防災研究会代表

解
決
し
て
い
く
」
と
い
っ
た
考
え
方
に
基
づ

き
、　

市
内
１３
地
区
に
設
置
さ
れ
た
地
域
自

治
区
で
も
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら

地
域
の
課
題
を
自
ら
考
え
、
参
加
や
行
動
す

る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
教
育
、
福
祉
、
環
境
な
ど
の
分

野
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
団
体
が
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
分
野
を
越
え
て

連
携
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
「
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
協
会
」
も
組
織
さ
れ
、
さ
ら
な
る
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
に

基
づ
き
、
市
民
と
行
政
が
相
互
に
連
携
し
、

共
に
担
い
手
と
な
っ
て
、
協
働
で
新
し
い
自

治
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

■
毎
年
新
た
に
取
り
組
む
協
働
事
業
１０
事
業

　

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
協
働
事

業
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
２３
年
度
か
ら
は
、
市
民
提
案
型
協
働

事
業
と
行
政
提
案
型
協
働
事
業
の
新
た
な
取

り
組
み
を
、
１
年
に
１０
事
業
以
上
進
め
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

０１
市
民
活
動
の
推
進

●
市
民
活
動
助
成
事
業
の
充
実
《
市
民
の
主

体
的
な
公
益
活
動
が
進
展
す
る
よ
う
制
度
を

改
善
し
、
市
民
活
動
を
推
進
し
ま
す
》

０２
中
間
支
援
組
織
へ
の
支
援
の
充
実

●
中
間
支
援
組
織
の
育
成
と
機
能
の
充
実
《
ま

　

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変
化
に

伴
い
、
市
民
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
る
も

の
は
、
多
様
化
・
高
度
化
し
「
公
共
」
の
守

備
範
囲
は
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
「
地
域
の
課
題
は
地
域
自
ら
考
え
、

■
基
本
的
な
取
り
組
み

　

「
経
営
」
と
「
協
働
」
を
基
本
理
念
と
し

た
行
財
政
改
革
大
綱
の
目
的
を
実
現
す
る
た

め
、
行
財
政
改
革
行
動
計
画
で
定
め
た
五
つ

の
基
本
目
標
と
８７
の
改
革
項
目
に
基
づ
き
目

標
管
理
を
行
い
ま
す
。

■
進
行
状
況
は「
恵
那
市
の
経
営
」で
公
表

　

５
年
間
の
計
画
期
間
中
、
改
革
項
目
の
目

標
の
達
成
状
況
を
毎
年
確
認
し
「
恵
那
市
の

経
営
」
で
公
表
し
ま
す
。
市
行
財
政
改
革
審

議
会
や
市
議
会
な
ど
に
報
告
し
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
行
動
計
画
は
前
半
２
年
で
見
直
し

　

計
画
期
間
は
、
恵
那
市
総
合
計
画
に
合
わ

せ
、
平
成
２３
年
度
か
ら
２７
年
度
の
５
年
間
と

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
変
革
の
時
代
に
５
年
先
を

見
通
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
社
会
情

勢
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
動

計
画
の
計
画
期
間
を
前
期
２
年
、
後
期
３
年

に
分
け
、
平
成
２４
年
度
に
は
改
革
項
目
と
目

標
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
進
行
中
の
行
革
に
も
ご
意
見
を

　

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
と
行
動
計
画

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.city
.

en
a.lg

.jp
/

）
や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
市
内
１３
地
域
の
地
域
懇
談
会
や
広
報
直

通
便
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
５９
件
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
は
、
行
財
政
改
革
を
見
直
す
べ
き
も
の

は
見
直
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
意
見
を
、
ぜ
ひ
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ち
づ
く
り
市
民
協
会
な
ど
、
中
間
支
援
組
織

と
小
ま
め
に
連
携
し
、
情
報
の
共
有
を
行
い

な
が
ら
、
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
機
能
が

発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
》

●
市
民
活
動
の
拠
点
整
備

０３
地
域
自
治
活
動
へ
の
支
援

●
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
《
総
合

計
画
地
域
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
地
域

に
よ
る
取
り
組
み
」
と
「
協
働
に
よ
る
取
り

組
み
」
を
促
進
し
ま
す
》

●
地
域
自
治
区
の
充
実《
市
民
活
動
の
う
ち
、

地
域
自
治
区
内
で
活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
団

体
に
対
し
、
各
振
興
事
務
所
を
中
心
に
活
動

の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
地
域
づ
く
り
基

金
か
ら
、
活
動
資
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
》

０４
ま
ち
づ
く
り
学
習
の
推
進

●
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
換
会
の
開
催

●
ま
ち
づ
く
り
学
習
の
開
催

　

６
年
目
を
迎
え
る
恵
那
市
防
災
研
究

会
は
「
自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る
」

と
い
う
自
助
実
践
を
基
本
に
、
広
く
一

般
市
民
や
企
業
を
対
象
に
、
幅
広
い
防

災
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
平
時
の
地
域
防
災
力
の
向
上

や
、
災
害
時
に
お
け
る
災
害
支
援
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
市
の
防
災
情
報
課
と
と

も
に
、
新
た
に
防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開

催
。
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
掘
り
起
こ

し
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
、
防

災
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
様
化
し
た
市
民
ニ
ー

ズ
が
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
は
、
専
門
性
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し

と
行
政
と
市
民
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
で
き
る
機
能
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
協
会
の
役
割
は「
新
し
い
公
共
」

の
調
整
役
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

「
子
育
て
支
援
こ
ぎ
つ
ね
く
ん
」
の

主
な
活
動
は
、
母
親
の
社
会
参
加
を
願

っ
て
、
未
就
園
児
の
親
子
の
遊
び
場
の

提
供
や
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
で
す
。

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
向
け
て
申
請

中
。
申
請
時
に
は
、
市
民
協
会
主
催
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
へ
の
講
習
会
が
役
立
ち

ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
市
民
協
会
を
事
務
局
に
、

市
内
の
子
育
て
支
援
団
体
が
集
ま
る
第

２
回
目
の「
子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
予
定
。
小
さ
な
団
体
で
す
が
、

目
的
は
行
政
と
同
じ
で
す
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も

市
民
協
会
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
協
会
は
、
行

政
と
市
民
の
中
間
組
織
で
あ
り
、
市
民

と
の
協
働
の
「
懸
け
橋
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

交
流
で
、
さ
ら
に
活
動
の
輪
が
広
が

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

【市民からの意見】

▲

協働のまちづくりで、職員の意識改

革をうたっているが、仕事を丸投げし

て、市民に任せればいいということに

なっては困ります。▲

行財政改革の取り組み、良いことば

かり書かれている。ぜひ有言実行して

ほしい。市民も不満ばかり。市が苦し

いときは職員も市民も裸になってが

んばる必要があります。

公
開
と
見
直
し
で
改
革
を
推
進
す
る

第２次恵那市行財政改革の体系図

めぐみ

「
新
し
い
公
共
」
に
向
け
期
待

市
民
と
の
協
働
の
懸
け
橋

新しい自治の仕組みの確立 行動計画⑤

行政と市民で
「公共」を担う

地域自治区や市まちづくり市民協会を核に、
分野を越えて協働のまちづくりを支援。地
域の特性を生かしながら課題を解決する。

年度 協働事業数

Ｈ２３ １０事業

Ｈ２４ １０事業

Ｈ２５ １０事業

Ｈ２６ １０事業

Ｈ２７ １０事業

計画期間の基本目標値

毎年新たに取り組む市民
提案型協働事業と行政提
案型協働事業の事業数

【基本目標】年１０事業　

市民協会に一言

※２市民協会＝正式名称は恵那市まちづくり市民協会。中間支援組織として市民の自主的・主体的な活動を支援している。

▲地域防災スクールモデル事業では、児童が放水を体験。地域と
消防団、小学校が連携して防災を学んだ。（恵那北小学校で）

※
２
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